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教学執行部の新たな体制

實地應用ノ「素」ヲ養フ
次世代を拓く「行動する知性」を育成する「開かれた大学」へ

中央大学学長　河合 久

1958年東京都生まれ。1977年中央大学附属高等学校卒、1981年中央大
学商学部卒、1983年同大学院商学研究科博士前期課程修了、他大学専任
教員を経て1996年中央大学商学部助教授、2000年商学部教授（2019年
3月まで）、2011年商学部長・学校法人中央大学理事（2015年10月まで）、
2018年5月副学長（同年10月まで）、2018年11月国際経営学部開設準備室
長（2019年3月まで）、2019年4月国際経営学部教授（現）・学部長（2021年
5月まで）・学校法人中央大学理事（現）、2021年5月学長（第一期：2024年
5月まで）、2024年5月学長（第二期）。日本管理会計学会理事・常務理事、
日本会計研究学会評議員、日本原価計算研究学会常任理事、中央大学附
属高等学校・文科省「スーパー・サイエンス・ハイスクール事業」運営指導
委員など公的社会活動を歴任。現在の学外活動は、大学コンソーシアム八
王子会長、日本私立大学連盟常務理事、大学基準協会理事、大学監査協会
理事、私学研修福祉会理事等。専門は会計情報システム論。（2024年5月）
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遠藤 研一郎 法学部長 佐藤 拓也 経済学部長 井上 義朗 商学部長 梅田 和昇 理工学部長 

緑川 晶 文学部長 中迫 俊逸 国際経営学部長 平野 晋 国際情報学部長

小林 明彦
法務研究科長 

遠山 亮子
戦略経営研究科長 

森 光
通信教育部長

堤 和通 総合政策学部長 

（任期は2025年10月31日まで）

（任期は2025年10月31日まで） （任期は2025年10月31日まで）

■ 学部長

■ 研究科長 ■ 通信教育部長

橋本 基弘 佐藤 信行 石井 洋一 樫山 和男

国松 麻季 西川 可穂子 曲田 統鳴子 博子

（任期は2027年5月26日まで）■ 副学長

大学改革・大学評価・都心
キャンパス環境整備 担当

教育開発・教学IR推進・
社会連携・広報 担当

研究・産官学連携推進 担当 DX推進 担当

グローバル化展開 担当 学生総合支援 担当 全学共通教育・SDGｓ担当 入試・スポーツ振興 担当

　中央大学は、1885年に英吉利法律学校として創立されて以来、「實地
應用ノ素ヲ養フ」という建学の精神のもとに、139年の歴史と白門を象徴
とする伝統と実績を築き、いつの時代にも、社会を支え、未来を拓く人材
を数多く送り出してきました。
　学問は、実社会とそこに生きる人々に無縁ではなく、現実事象から課題
を発見し、理論を還元するといった形で、社会の営みとの相互作用により
発展すべきです。学問は常に時代とともにあり、社会の変化に適合するよ
う進化します。建学の精神「實地應用ノ素ヲ養フ」は、このような学問研
究の姿勢に根ざす教育観を表したものです。したがって「素」とは社会に
応用できる力の素地であり、「素ヲ養フ」とは知識はもとより、さまざまな
体験や人との交流の中で培われるコミュニケーション力や議論する力、
組織的な判断力、そして弛まず学び続ける力の涵養を伴います。
　中央大学では、この “真の実学精神”を脈 と々受け継ぎ、本学が、８学
部、大学院８研究科、専門職大学院２研究科、４附属高等学校、２附属
中学校と９研究所を擁する総合大学・総合学園となった今日、多様な学
問研究と幅広い実践的な教育を通して「行動する知性」を育むというユニ
バーシティメッセージとして受け継がれています。
　現代社会における事象や課題が非常に複雑化していることから、いま
大学には、持続可能な社会基盤構築のための学際的研究教育の拡充、
特に科学技術と人間行動・社会行動の関係性に着目した文理横断型の
研究教育が強く求められています。さらには、大学で学ぶ学生の皆さんが
心身健やかに、そして主体的に学生生活を送れるような学修環境・教育
プログラムの整備やスポーツ振興の強化が不可欠です。本学は近年、そ
のような社会からの負託に応えるために、「ダイバーシティ宣言」と「SDGs
宣言」を発出しました。
　Society5.0の時代に活躍できる、知性と行動力を備えた人材の育成と
いう観点から、「中央大学の授業におけるデジタル技術活用の方針」を策
定し、教育DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進し、教育効果を
高めるための遠隔教育と対面教育との有効な組み合わせのもとで、学生
参加型の全学横断教育プログラムの開発と外国大学・国際機関との連携
をこれまで以上に進めます。これは、学生の皆さんが常に世界とともに学
び、相互に成長しながら知性を社会に応用する力を養ってほしいからで
す。これからも、本学の豊富な人的、物的リソースを地域やさまざまなコ
ミュニティに開放し、社会との交流も積極的に図る所存です。確かな未
来につながる学びの実現に向けて、私たちは「さらに開かれた中央大学」
をめざします。


